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キアロスタミとの一週間
A week with Kiarostami 

「インタビューは必要ないと思うよ」
1997年秋、キアロスタミが新しい映画を作ろうとしているという話を聞いた。
「撮影現場を撮りたい」私たちはその思いを書き連ね、ファックスを送った。
それから数週間後、私たちは東京でキアロスタミに会った。
「many many fax …」何かの手違いで大量に届いてしまった私たちのファックスを、キアロスタミは思い出すかのように
笑った。そして、私たちの申し出はその場でなぜか受け入れられた。たぶん気分が良かったのだろう。いまになってそう感じる。
ただひとつの条件は「あまり話を聞きたがらない」ことだった。

＊アッパス・キアロスタミ
イランを代表する映画監督。
「友だちのうちはどこ？」などで多数の賞を受
賞し'97年のカンヌ映画祭では「桜桃の味」でパ

ルムドール賞を受賞。
素人を多数起用するなど、その特別な演出方
法はキアロスタミ・マジックと呼ばれ、候孝賢
やタランティーノから竹中直人まで世界の映
画作家たちに絶賛されている。

傘映画の舞台へ
新しい映画「風が吹くまま～Thewind will carry 
us~」の舞台はシアダレという小さな架空の
村。撮影は、イラン西部のシャプラバードとカ
ンドゥーレという二つの村をシアダレに見立
てて行われていました。

首都テヘランから 10時間。私たちは村の撮影

現場に監督を訪ねました。
シャプラバードは山間にあるクルド人の村。
全戸50軒の小さな村で、人々は放牧と農業を
中心に生活の糧を得ています。

カンドゥーレはゾロアスター教の人々が暮ら
す美しい村。監督はこの村を選ぶのに 2 年の
歳月をかけたと言います。

傘キアロスタミ演出の秘密
今回の主役ベーザードは、普段は撮影助手と

して活躍している映画のスタッフ。当然、俳
優業は初めての体験。そんなベーザードに監

督はストーリーを一切、教えようとしませ
ん。ただ教えられた通りに黙々と喋るだけ。
監督が必要としていたのは、ベーザードとい
う存在そのものでした。

子役は実際にシャプラバード村に暮らす羊飼
いの少年、ファザード。学校が夏休みの間、羊
飼いの仕事を家族に頼み撮影に参加していま
した。台本のない現場、監督が質問し、ファ

ザードがそれに答える。その会話が実際にセ
リフになっていきます。厳しい言葉で問われ
ることもしばしば。その度に小学生のファ
ザードの表情が刻々と変化していきます。

あゆったりと進む撮影

キアロスタミ映画の現場に印刷された台本
はありません。手書きのメモが一つあるだ
け。監督以外は誰もストーリーを知らない

のです。監督はベーザードや村人と会話を
しながら物語を紡ぎ出していきます。
撮影場所もいろいろな場所を歩きながら、

その時のひらめきで選びぶこともしばしば
です。下見だけで撮影をしない日もありま

す。そんな監督のプロセスをスタッフは気
長に共有します。

＊村の大勢の出演者
イラン西部の村々は夏の盛り。放牧の仕事
と収穫の準備に追われていました。働き手
の大人たちは畑に出ているため、村に残っ
たお年寄りと子供たちがいつもキアロスタ
ミの現場に集まります。
羊飼いの少年たちも、たくさんの羊を連れ
て撮影現場の脇を毎日のように通っていき
ます。見学したり通り過ぎると監督に呼び
止められ「ちょっと出て下さい」と頼まれる
こともしばしば。
村人たちの温かさを感じる現場でした。

2月26日（土）より待望の公開！［3/17（金）まで］
2/26（土）～ 3/10（釦●レイトショー よる9時15分より（日曜体映）
3/11 （土）～ 3/17（創●モーニングショー 運日あさ10時より
〈ご入場料金〉 1400円均一（前売券はございません）

※「風が吹くまま」の前売券・半券ご提示で当日料金1000円に割引いたします。
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